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が本論の主題である。   
  序論では、実体として機能する絵画について中西夏之によって著された随筆『ただの絵』を基に、画家




















に依拠し、画家と鑑賞者が互いの実体感を共有する関係であることを示した。   
  物質的想像力は個人の主観的な実体感を伴うことから、ピーテル・パウル・ルーベンスの２つの作品を























身の絵画と制作態度についても言及した。   
  結論では、２・３章で導き出された画家と鑑賞者における絵画的イマージュのメカニズムを整理し、芸









































































    
 
描画中の一瞬でも、予定調和的な完成図の影がよぎってしまったら、彼は画面の秩序をひとまず破壊し、
自身を混乱させる一手を打つだろう。まるで日頃の彼の管を巻く堂々巡りな話し方とシンクロするよう
な、その面倒くさい性質は、しかし一枚の絵と対峙するためには、不可欠なものなのではないか。彼は音
楽を愛するが、喩えるなら彼の絵に対する姿勢は、その場その場で違うグルーヴが生まれえるジャズのセ
ッションのようなものだ。音楽が楽譜上の記号配列を指すのではないように、絵とは説明図のようなもの
とはまた違う何かを指す。絵を描いたことがある人間なら多少なりとも感覚でわかっているかもしれな
いこの当たり前のことを、言語化するのは至難の業である。 
論文『絵画においてイマージュとはなにか-バシュラールの物質的想像力からみる絵画』では、主にベ
ルクソンの「イマージュ」、バシュラールの「物質的想像力」「接木」などの言葉を読書体験から丁寧に選
び出し、繙こうとした。論理的な論考は充分ではないが、よくありがちな作家の自伝的作品論に陥らぬよ
うに、慎重にそれらのキーワードに自らの言語化し難い身体感覚を託して書いた文章には、絵を描く者の
臨場感のある格闘がにじみ出ていた。「イマージュ」は視覚的なイメージのことをさすのではなく「作る
者と観る者の狭間に立ち現れる何か」と捉えたその感覚が、全論文を覆い尽くしていた。実技系の博論が
どうしてもそうなっていくような自伝的な作品論の安直さには流れて行かない、緊張感のある文体を評価
した。派手さはないが慎重に選別された、「画家の時間」を観る者に体感させる絵画群も評価され、合格
とした。 
